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＼ 急な災害に備えましょう ! /

子ども・子育てプラザ和泉で を開催 しました !

7月 17日に、公益社団法人東京都助産師会災害対策委員の熊谷典子さんをお8手びして、「災害時、大切

なわが子とご自身を守るために」というお話をしていただきました。災害に対する備えは特別なものでは

な<、「日常+α」という意識が大事だということを学びました。

・体の特徴一体が小さい 。いろしヽろな機能が未熟・水分が多い 。皮膚が弱い 。

非常用持出袋にも

好きな食べ物や

お気|こ入りのおもちゃ

を入れておこう |

備畜品の基本 (最低 3日分。      )
少し多めの習慣のストック (おむつ・ トイレットパーバー・ラップ・ウエットティッシュ・

大型ビニール袋・ガムテープ)、 水 (軟水)、 防臭袋

干物 (ひじきわかめなど)・ 切干大根・野菜ジュース
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晋段から防災意識を持つて生活してい<こ
とが大切だと改めて考えさせられました。 いつも持ち歩いている荷物にも、小型の懐中

電灯 (100円 ショップで買えます)や、携帯
充電器をフラスして入れておくといざというと

き|こ役立ちます。

また、1亭電|こなると電子決済などは使えな<
なるので、多少の現金も「千円札や硬貨で」用

意してお<と安心です。
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防災グッズなど、家のものを見直すきつか

けになりました。赤ちゃんのものなども、

買い足そうと思いました。

ヽ

′

ン

だ
＾
・、・驚

元日の能登半島地震を受け、改めて防災意識を高めようと企画した講座でしたが、8月にも日向灘地震
が発生し、震災をより意識せざるを得ない状況となりました。幼いお子さんを連れての避難生活について

など、具体的|こイメージして心の準備をしておきたいですね。

子ども・子育てプラザ和泉では、毎月防災訓練を実施しています。月によって内容が異なり、利用者の

方と共に地震や火事を想定した避難訓練を実施したり、職員間で災害時の体制や動きの確認をしたりして

います。

皆さんはどのような備えをされていますか?

-1   , ` ― ~・・  ́ ~ ~
．
２
墳
，
Ｖ
・

|'|・― _|｀     '    1_I  
‐

・ ・  
・
I , .・    .       ~

=|卜 、■   
‐
_

● ぬ°
でヽ ■
ヽ  ノ

ストレスを感じやすい (言葉にできない)
・緊急時でも好きなもの・馴染みのあるものしか食べない
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事参如者の馨尊冷

定期的に入れ替えを !
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